
 

令和元年度 夏号（通算１５号） 

世田谷区立平和資料館だより 
令和元年７月１日発行／生活文化部人権・男女共同参画担当課 平和資料館 

 第３１回 平和映画祭を開催します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みの自由研究に平和資料館をご利用ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成元年から始まった平和映画祭も今年で 31回目となりま

す。今回は、「沖縄戦」をテーマに、3日間開催します。 
 

開 催 日  ７月２６日(金)  ７月２７日(土)  ７月２８日(日)   

         午後1時00分開場  1時30分開演 

上映場所   世田谷区立平和資料館 多目的室 

          収容人員35名ほどの会場です。先着順です。満席

の時は、立ち見をお願いすることがあります。 

入場無料    ※館内での飲食はできません。冷水器があります。 

７月２６日（金） ７月２７日（土） ７月２８日（日） 

午後１時３０分～午後３時００分 午後１時３０分～午後３時００分 午後１時３０分～午後４時３０分 

＜ドキュメント＞ 

｢沖縄そして敗戦｣（68分） 

昭和１７年、B-29東京初空襲から、

２０年９月の降伏文書調印式まで

の日本敗戦の道筋をたどる記録フ

ィルム。第２章では沖縄の戦いが映

し出される。     (ユーキャン) 

＜児童向けアニメーション＞ 

「かんから（缶殻）さんしん」（78分）             
昭和２０年、沖縄の地上戦。住民が避

難していたガマ（洞窟）の入り口は米

軍に爆破され、皆が最期を覚悟した時、

ガマの外からなつかしい島唄が聞こえ

てきました。 （かんからさんしん製作委員会） 

＜実録ものがたり＞ 

「ああ ひめゆりの塔」(125分) 

太平洋戦争末期の沖縄を舞台に、特志

看護婦として戦火に散華した“ひめゆ

り部隊”の悲劇を涙と感動で綴った一

大青春譜。主演は吉永小百合。 

(１９６８年日活) 

 
 
 

 

 
昨年の映画祭(２日目)の会場 

 

平和資料館では、、夏休みに子どもたちの「自由研究」に利用してもらえ

るよう、今年もいろいろな用意をしています。子どもたちが、授業やテレ

ビなどで見たり聞いたりした戦争のことで、驚いたこと、もっと知りたい

ことなどありましたら、ぜひ当平和資料館をご活用ください。 

 

 当館の夏休み中の展示 

常設展 

○太平洋戦争中の軍隊 ○空襲 

○庶民の生活 ○戦時中の教育  

○学童疎開 ○原爆 ○沖縄戦  

○世田谷の戦争遺跡と平和への 

取り組み ほか 
 

巡回展（多目的室 8/1～8/19） 

○空襲に関するパネル資料  

個別相談 

「疎開って何？」「焼夷弾ってどんな

爆弾？」「戦争のときの世田谷は？」 

子どもたちの疑問に合わせて、調

べたいこと、調べ方、まとめ方 参

考資料など、相談員が丁寧にご相談

に応じます。 

ライブラリ 

自由研究に使える資料を紹介

します。 

○戦争についての図書資料 

○戦争の体験記録 

○DVD（戦争に関するアニメ、ド

キュメント、映画） 

  等 

 

館内で調べ学習をする子どもたち 



 

地域巡回展を実施します 
    ８月１日より１０月３１日まで右記の日程で地域巡回展を行います。 

皆様のご来場をお待ちしています。 

       

 

 

 

 

           

 

     

企画展「戦中・戦後の暮らしを支えた代用品｣ 開催中(７月 21日まで) 

 

 

 

 

新収録 語り部ビデオ 

 
               

 

 

 

 

４年生 

□ 開館時間  午前９時 ～ 午後５時  （入館は午後４時４５分まで） 

□ 入 館 料  無料 
 

□ 休 館 日  毎週火曜日 （火曜日が祝日の場合は翌水曜日） 

年末年始   （１２月２９日～１月３日）） 

□ 所 在 地  〒１５４－０００１  東京都世田谷区池尻１－５－２７ 

世田谷公園内 （野球場となり) 

☎ ０３－３４１４－１５３０    FAX ０３－３４１４－１５３２       

 
 

  

 

昨年の地域巡回展（烏山区民センター） 

テーマ：｢空襲｣ 

昭和１９年７月にサイパン島が連合

国に占領され、同年１１月から、日本本

土への空襲が激しくなりました。 

今回の地域巡回展では、この空襲を、

｢アメリカが軍から見た空襲｣「空襲の体

験」「日本の被害と日本軍の対応」とい

う視点から写真資料を中心にパネル展

示をいたします。  

巡回日程 

①平和資料館 

８/１(木)～１９(月) 

②教育センター 

８/２１(水)～９/１０(火) 

③尾山台地区会館 

９/１１(水)～２５(水) 

④鎌田区民センター 

９/２６(木)～１０/９(水) 

⑤北沢タウンホール 

１０/１０(木)～２３(水) 

⑥烏山区民センターホワイエ 

１０/２４(木)～３１(木) 

 

 

※地域巡回展の各会場の初日は、午後の開催となります。 

ただ今、本館の多目的室において企画展を開催しています。 

戦中に供出され兵器となった金属類が、戦後、物のない時

代の貴重な資源として再生され、代用品として人々の生活を

支えました。今回の企画展では、そのような戦中、戦後の代

用品約５０点を展示しています。 
 

｢ぼくの東京が燃えた｣ 

語り部：石井昭 

(昭和８年生 区内在住) 

カナダバンクーバー生まれ。 

４年生の時に日本にもどる。 

青山、静岡で空襲に遭う。学校

での体験や、空襲の時のようす

について語る。  H30.12収録 

｢翼なき予科練習生｣ 

語り部：新井孝 

（昭和４年生 区内在住） 

昭和19 年11月予科練に入隊、

土浦海軍航空隊に配属され、１

週間ほどで岡崎航空隊に移る。

その時の体験を中心に、戦争に

ついて語る。  H30.12収録 

当館では、戦争を体験された方の証言を映像に残す取り組

みを進めています。今回新に二人の証言を収録しましたの 

でご紹介します。語り部ビデオは当館ライブラリで視聴

できます。また、貸し出しも行っています。 

 
展示品 布製野球グローブ（左）とジュラルミン製ランドセル 

 


